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 外国語学習アドバイジングとは、学習者が自分で外国語学習の目標を立て学習を進めていける力を身

につけるのを助けるための方法です。アドバイジングでは言葉そのものを教えることはしません。その

かわり、学習者が自分の学習について考えを深められるような質問をし、その答えを傾聴し、学習者が

学習計画を立てるのを手伝います。また、必要なら、学習に関する選択肢を提案します。アドバイジン

グが必要なのは、学習者が自分の学習について自分で決めることが学習の成否を左右すると考えられる

からです。その主な理由としては、目的に個人差があるから、内発的動機の維持に自己決定が重要な要

因となっているから、記憶やスキル習得のメカニズムを機能させるためには学習者が自分の認知スタイ

ルや学習スタイルを知って学習へ積極的に関与していくことが必要だからという３点があります。 

 アドバイジングは、一人で学習を進めていける能力をすでにもっている学習者には必要ないでしょう

し、授業にくる目的が日本語学習以外にある場合（例えば、クラスの人たちと会って交流を深めるのが

最大の目的である場合）、日本語学習を主眼とするアドバイジングは機能しないだろうと思います。あ

くまでも、日本語の能力を伸ばしたいと思っているが、学習の仕方がわからなかったり、計画通り学習

が進められないという人に対して、有効であると考えてください。ただし、一人で学習を進められる学

習者でも「最近どうですか？」というように声をかけてあげれば嬉しいかもしれません。また、単位の

ために仕方なく授業に来ているような学生でも「単位をとるためにどのように勉強したらいいと思うか」

というような質問をしてあげることで、日本語の勉強に対する考え方がかわるかもしれません。アプロ

ーチの仕方は学生によって臨機応変に変えていく必要があります。 

 アドバイジングは当初、セルフアクセス・センターでの学習をサポートする目的で考えられ、１対１

で行われてきましたが、通常の授業を行っていても、授業外に行ったり、授業中にグループで行ったり

することもできます。さらに、学習者の書いた学習日記に返事を書く、スカイプで話をするなど、学習

者と直接会う機会がなくても可能です。 

 アドバイジングは何語でするべきかに関していろいろな意見がありますが、私は、学習者の目標言語

の能力や、媒介言語の有無、通訳に立ってくれる人がいるかどうかなどを考慮して、都合のいい言語で

すればいいと思います。 

 アドバイジングのセッションは基本的に学習の進行状況を振り返り、問題があれば解決し、次の学習

計画を立てるという構造を持っています。ただし、初回のセッションでは、学習者それぞれの長期目標

や中期目標を明確化する、今何ができるかについて自己評価をするなどが必要になるので、少し余計に

時間がかかります。また、目標が変わったり、学習計画に無理があったり、自分に向いていなかったり

することもあるので、定期的な見直しと軌道修正も必要になります。そのためのセッションは通常のセ

ッションとは少し違った構造を持っているかもしれません。 

 アドバイジングをするためには、通常の授業をするのとは少し違った知識やスキルが必要です。大ま

かに言えば、それらは、学習者とのラポールを作る能力、ポジティブ思考の能力、判断を留保する能力、

観察力、想像力と共感性、役に立ちたいという気持ち、適度なリーダーシップ、学習者の話を聞く能力、

学習者の必要とする言葉を提供する能力（目標言語でアドバイジングをしている場合）、質問する能力、



選択肢を提供する能力、問題の原因を説明できる能力であると言えます。 

 学生の数が多かったり、カリキュラムが過密スケジュールであったりして、アドバイジングの時間が

とれないという状況もあるだろうと思います。そのような場合でも、少しずつ学生が学習に対して意識

的に考え、進め方をコントロールするように働きかけることは可能です。例えば、授業進行の要所要所

で学習者に次はどうしたいか聞くという方法があります。「あとどのくらい時間が必要？」、「もっと練

習したい？」、「説明をしてほしい？最初に練習問題をやってみる？」などのような質問が考えられます。

また、授業の最後にその日の授業について質問することもできます。「今日、覚えたこと、わかったこ

とは何？」、「難しかったことは何？それはなぜ？」、「わからなかったことは何？それはなぜ？」、「面白

かったこと、楽しかったことは何？それはなぜ？」、「気に入った学習活動はどれ？それはなぜ？」など

の質問を時に応じて毎回１つしてみるというようなことはそれほど時間をかけずにできるだろうと思

います。また、時々JF日本語教育スタンダードに準拠している Can Do 

（https://jfstandard.jp/pdf/20160623_JF_Cando_Category_list.pdf）やヨーロッパ言語共通参照枠に合わ

せて作られた「汎用目的のチェックリスト」 

（http://www.let.osaka-u.ac.jp/~naoko/jlp/pdf/resources/ELP_Generic_checklists_JP.pdf）をやってみて、

学習者が自分の能力や進歩について考える機会を作るということも考えられます。さらに、練習の方法

など、なぜやるかを説明したり、授業の予定などを視覚化して学習者と共有することで、学習者に学習

の仕方、時間のコントロール方法などを身につけてもらうこともできます。 
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